
弘前大学理工学部後援会報 　第 15 号   （１）平成 31 年 2 月 22 日発行

発行日　平成31年2月22日
発行者　〒036-8561 弘前市文京町3
　　　　弘前大学理工学部後援会（理工学部内）
印刷所　㈱ 笹　軽印刷
連絡先　渡辺　孝夫（理事・教員）
　　　　TEL：0172-39-3552

第15号

　

弘
前
大
学
理
工
学
部
後
援
会
の
皆
様
に
は
、
ま
す

ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
理
工
学
部
・
理
工
学
研
究
科
へ
の

ご
支
援
を
賜
り
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
昨
年
四
月
か
ら
前
任
の
加
藤
博
雄
教
授
の
後

任
と
し
て
、
理
工
学
研
究
科
長
・
理
工
学
部
長
を
拝

命
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
佐
藤
裕
之
で
ご
ざ
い

ま
す
。
私
は
、
二
十
年
前
、
平
成
十
一
年
四
月
に
、

設
置
さ
れ
て
間
も
な
い
理
工
学
部
に
着
任
し
ま
し

た
。
後
述
い
た
し
ま
す
が
、
当
時
理
工
学
部
は
立
ち

上
げ
ら
れ
た
ば
か
り
で
、
新
し
い
学
部
の
ス
タ
ー
ト

に
あ
た
っ
て
活
気
の
溢
れ
る
環
境
で
あ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
ま
ず
は
最
近
の
弘
前
大
学
・
理
工
学
部
の

状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
理
工
学
部
の
昨
年
三
月
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん

は
、
就
職
率
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
就
職
を
希

望
し
た
皆
さ
ん
全
員
が
希
望
の
進
路
に
進
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
経
済
新
聞
の
「
人
事

が
見
る
大
学
イ
メ
ー
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、
弘
前

大
学
が
採
用
を
増
や
し
た
い
大
学
の
第
一
位
と
し

て
、
ま
た
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
二
十
一
位
と
し
て

評
価
さ
れ
ま
し
た
（
※
）。
こ
れ
ら
の
評
価
は
、
大

学
と
し
て
の
不
断
の
努
力
も
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で

は
あ
り
ま
す
が
、
第
一
に
は
理
工
学
部
の
前
身
で
あ

る
理
学
部
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
弘
前
大

学
、
理
工
学
部
、
理
工
学
研
究
科
の
卒
業
生
・
修
了

生
の
皆
さ
ん
の
社
会
で
の
活
躍
が
高
く
評
価
さ
れ

た
結
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
国
立
大
学
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
、
さ
ま

ざ
ま
な
評
価
が
大
学
の
運
営
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
理
工
学
部
も
例
外
で

は
な
く
、
弘
前
大
学
と
し
て
の
中
期
計
画
を
踏
ま

え
、
年
度
計
画
に
沿
っ
て
教
育
・
研
究
・
社
会
連
携

等
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
三
十

年
度
に
実
施
さ
れ
た
平
成
二
十
九
年
度
の
学
内
で

の
評
価
で

は
、
理
工
学

部
・
理
工
学

研
究
科
は
特

に
高
い
評
価

を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。
高
い
評

価
を
得
る
こ

と
が
で
き
た

活
動
の
中
に

は
、
本
紙
で

も
ご
紹
介
し

て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
理
工
学
部
後
援
会
の
支
援
を

得
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
活
動
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
と
の
懇
談
会
や
、
在
学
生

皆
さ
ん
の
研
究
成
果
の
発
表
支
援
な
ど
、
学
生
を
中

心
と
し
た
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
を
よ
り

実
り
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す

の
も
、
後
援
会
の
皆
様
の
ご
支
援
が
あ
れ
ば
こ
そ
の

こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
ど
も
理
工
学
部
・
理

工
学
研
究
科
の
教
職
員
一
同
、
引
き
続
き
よ
り
よ
い

教
育
と
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
保
護
者
の

皆
様
の
ご
支
援
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

　

さ
き
に
記
し
ま
し
た
通
り
、
私
は
二
十
年
前
、
平

成
十
一
年
、
西
暦
で
は
一
九
九
九
年
に
理
工
学
部
に

着
任
い
た
し
ま
し
た
。
理
工
学
部
は
、
そ
の
前
々

年
、
平
成
九
年
十
月
に
旧
理
学
部
を
母
体
と
し
て
設

置
さ
れ
、
平
成
十
年
四
月
に
最
初
の
入
学
生
を
受
け

入
れ
ま
し
た
。
設
置
当
時
の
理
工
学
部
に
は
、
物
理

学
と
化
学
の
横
断
的
な
教
育
を
目
指
し
た
物
質
理

工
学
科
の
設
置
な
ど
、
先
駆
的
な
取
り
組
み
が
な
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
一
年
遅
れ
て
の
平
成
十
一
年
か

ら
、
工
学
系
学
科
と
し
て
設
置
さ
れ
た
知
能
機
械
シ

ス
テ
ム
工
学
科
の
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な

り
、
私
は
同
時
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、
理

工
学
部
で
学
ん
で
お
ら
れ
る
学
生
の
皆
さ
ん
は
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
誕
生
さ
れ
、
理
工
学
部
の
歴
史

と
と
も
に
成
長
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
現
在
に
至
る
二
十
年
の
間
、
理
工
学
部
も

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
て
き
ま
し
た
。
私
ど
も
の

大
き
な
経
験
と
し
て
、
幾
度
か
の
学
科
の
改
組
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
最
近
の

改
組
で
は
、
三
年
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
数
理

科
学
科
、
物
理
科
学
科
、
物
質
創
成
化
学
科
、
地
球

環
境
学
科
、
電
子
情
報
工
学
科
、
知
能
機
械
工
学
科

の
六
学
科
を
、数
物
科
学
科
、物
質
創
成
化
学
科
、

地
球
環
境
防
災
学
科
、
電
子
情
報
工
学
科
、
機
械
科

学
科
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
科
の
六
学
科
と
し
て
学

生
の
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。
数
学
と
物
理
学
の

深
化
、
防
災
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
へ
の
取
り
組

み
を
目
指
し
て
、
理
工
学
部
は
現
在
も
変
化
を
続
け

て
い
ま
す
。
平
成
の
最
後
の
年
と
な
る
本
年
は
、
三

月
に
従
前
の
学
科
で
の
四
年
間
の
学
修
を
終
え
た

皆
さ
ん
を
送
り
出
す
と
と
も
に
、
四
月
に
は
い
よ
い

よ
新
し
い
六
学
科
の
卒
業
生
を
送
り
出
す
年
度
を

迎
え
ま
す
。

　

新
し
い
学
科
の
卒
業
生
を
送
り
出
す
年
に
あ
わ

せ
て
、
大
学
院
理
工
学
研
究
科
で
も
改
組
の
準
備

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
平
成
最
後
の
年
度
末
、
二
○

二
○
年
三
月
に
卒
業
さ
れ
る
皆
さ
ん
が
大
学
院
に

進
学
さ
れ
る
四
月
か
ら
、
現
在
の
大
学
院
の
コ
ー
ス

も
学
科
の
構
成
に
あ
わ
せ
て
、
数
物
科
学
コ
ー
ス
、

物
質
創
成
化
学
コ
ー
ス
、
地
球
環
境
防
災
学
コ
ー

ス
、
電
子
情
報
工
学
コ
ー
ス
、
機
械
科
学
コ
ー
ス
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
コ
ー
ス
へ
と
変
更
す
る
予
定
で

す
。

　

昨
今
、
理
工
学
の
重
要
性
が
あ
ら
た
め
て
広
く
社

会
で
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
社

会
を
支
え
る
工
学
は
、
自
然
の
し
く
み
の
理
解
を
礎

と
す
る
理
学
に
裏
打
ち
さ
れ
つ
つ
発
展
し
て
き
た

学
問
で
す
。
理
工
学
を
学
修
す
る
皆
さ
ん
に
は
、
よ

き
市
民
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
の
教
養
と
専
門

分
野
の
基
礎
を
身
に
つ
け
、
深
化
し
複
雑
化
し
つ
づ

け
る
科
学
や
技
術
を
学
び
続
け
る
力
を
身
に
付
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
理
工
学
を
よ

り
深
く
理
解
し
身
に
つ
け
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、

大
学
院
で
の
学
修
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
学
部
で
学

修
を
進
め
て
い
る
学
生
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
保
護
者

の
皆
様
に
は
、
専
門
的
な
学
修
を
体
系
的
に
進
め
、

変
化
す
る
社
会
に
対
応
し
つ
づ
け
る
高
い
力
を
身

に
つ
け
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
大
学
院
で
の
学
修

を
進
路
の
一
つ
と
し
て
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
理
工
学
部
の
設
置
に

あ
た
っ
て
平
成
八
年
か
ら
設
置
準
備
室
に
お
い
て
、

ま
た
設
置
後
は
理
工
学
研
究
科
長
・
理
工
学
部
長

と
し
て
も
弘
前
大
学
・
理
工
学
部
の
発
展
に

二
十
二
年
余
に
わ
た
っ
て
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た

稲
村
隆
夫
教
授
が
、
こ
の
三
月
で
ご
定
年
を
迎
え
ら

れ
ま
す
。
理
工
学
部
の
誕
生
と
と
も
に
、
永
く
後
援

会
に
も
ご
貢
献
下
さ
い
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
を

申
し
上
げ
、
筆
を
置
き
ま
す
。

　

※
日
本
経
済
新
聞

　
　

平
成
三
十
年
六
月
六
日
全
国
版
二
十
七
面

佐
　
藤
　
裕
　
之

弘
前
大
学
理
工
学
研
究
科
長
・
理
工
学
部
長

研
究
科
長
ご
挨
拶
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後
援
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ

り
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
お
陰
さ
ま
で
後
援
会
は
、

着
実
に
事
業
の
展
開
に
取
り
組

み
、
円
滑
な
活
動
に
日
々
努
め
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
昨
年
よ
り
弘
前
市
社
会
教
育
委
員
と
し
て
活
動

し
て
お
り
ま
す
が
、
頻
繁
に
「
持
続
可
能
な
発
展
」「
持
続
可

能
な
社
会
」
と
い
う
言
葉
を
目
に
し
ま
す
。
三
年
前
、
本
学
理

工
学
部
も
改
組
の
際
、
目
標
の
一
つ
に
「
安
全
・
安
心
な
持
続

可
能
な
社
会
の
構
築
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
ご
存
知
の
通
り

「
持
続
可
能
な
社
会
」
は
、
環
境
・
経
済
・
社
会
が
同
時
に
望

ま
し
い
状
態
で
維
持
さ
れ
、
現
世
代
の
要
求
を
満
た
す
ば
か
り

で
な
く
、
将
来
世
代
も
必
要
と
す
る
も
の
を
損
な
わ
な
い
開
発

が
行
わ
れ
る
社
会
を
指
し
ま
す
。
こ
の
社
会
の
シ
ス
テ
ム
を

実
現
さ
せ
る
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
分
野
に
お
け
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き
な
原
動
力
と
な
り
ま
す
。
各
国
は
、
環

境
・
経
済
・
社
会
の
中
長
期
的
姿
と
達
成
目
標
を
国
の
戦
略

と
し
て
定
め
、
目
標
達
成
に
向
け
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
し

進
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
、
二
〇
五
〇
年
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
八
〇
―
九
五
％
削
減
（
一
九
九
〇
年

比
）、
更
に
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
う
ち
六
〇
％
を
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
急
拡
大
、
環
境
未
来
都
市
構
想
、
森
林
・
林

業
の
再
生
等
を
国
家
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
指
定
し
て
い
ま

す
が
、
環
境
問
題
取
組
み
の
更
な
る
加
速
化
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
我
が
国
に
は
、
高
度
成
長
期
に
自
然
保
全
の
十
分
な
対
策

が
な
い
ま
ま
重
化
学
工
業
の
顕
著
な
進
展
を
基
盤
と
し
た
経

済
活
動
を
優
先
し
、
産
業
公
害
の
激
甚
化
を
招
い
た
と
い
う
苦

い
経
験
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
、
被
害

者
を
中
心
と
す
る
住
民
運
動
、
地
方
自
治
体
の
先
駆
的
取
組

み
、
国
の
対
策
シ
ス
テ
ム
整
備
、
大
学
や
企
業
に
よ
る
対
策
技

術
の
開
発
・
導
入
等
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
被
害
の

克
服
と
い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
達
成
し
た
経
験
が
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
こ
の
貴
重
な
経
験
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
日
本

の
科
学
技
術
力
を
前
進
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

　

本
学
理
工
学
部
・
研
究
科
に
は
、「
持
続
可
能
な
社
会
の
構

築
」
に
向
け
て
、
深
い
知
見
と
幅
広
い
視
野
か
ら
分
析
し
、
柔

軟
な
発
想
で
物
事
を
考
察
で
き
る
学
生
・
院
生
が
数
多
く
い

ま
す
。
科
学
技
術
者
と
し
て
の
矜
持
を
失
わ
ず
、
新
し
い
時
代

の
創
造
に
ぜ
ひ
貢
献
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

平
成
三
十
年
九
月
二
十
二
日
（
土
）
に
、
北
海
道
出
身
学
生

の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
保
護
者
懇
談
会
が
、
札
幌
駅
前
の
ア

ス
テ
ィ
45
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
で
九
回
連
続
の
札

幌
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
大
学
側
か
ら
は
佐
藤
研
究
科
長
、
糠

塚
副
研
究
科
長
、
岡
崎
副
研
究
科
長
、
片
岡
副
研
究
科
長
、
今

井
副
研
究
科
長
、入
試
主
任
、学
務
主
任
、就
職
対
策
委
員
長
、

各
学
科
長
、
事
務
職
員
の
方
々
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
保
護

者
懇
談
会
の
二
週
間
ほ
ど
前
、
平
成
三
十
年
九
月
六
日
最
大
震

度
七
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
が
発
生
し
、
北
海
道
全
域
が
大

規
模
停
電
に
な
る
な
ど
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、

百
四
十
一
名
の
保
護
者
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
で
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
保
護
者
の
方
に

感
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
こ
れ
は
、
こ
の
保
護
者
懇
談
会
が
北

海
道
の
保
護
者
の
皆
様
に
有
意
義
な
懇
談
会
と
し
て
認
識
さ

れ
て
定
着
し
て
き
て
い
る
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

懇
談
会
は
、
例
年
同
様
全
体
懇
談
会
と
個
別
相
談
か
ら
構
成

さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
全
体
懇
談
会
に
お
い
て
、
学
部
長
挨
拶
、

就
職
対
策
委
員
長
の
就
職
・
進
路
に
つ
い
て
の
説
明
、
学
務
主

任
の
成
績
に
つ
い
て
の
説
明
、
糠
塚
副
研
究
科
長
の
後
援
会
・

同
樹
会
に
つ
い
て
の
説
明
が
合
計
で
約
一
時
間
行
わ
れ
ま
し

た
。
特
に
就
職
関
連
で
、
平
成
三
十
年
六
月
六
日
の
日
本
経
済

新
聞
の
二
十
七
面
に
弘
前
大
学
が
採
用
を
増
や
し
た
い
大
学

第
一
位
、
ま
た
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
第
二
十
一
位
に
ラ
ン
キ

ン
グ
し
た
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
弘
前
大
学
の
全
国
的
な

知
名
度
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
全
体

懇
談
会
に
引
き
続
き
、
八
十
六
名
の
方
が
出
席
さ
れ
、
各
保
護

者
の
方
と
各
学
科
長
等
が
個
別
面
談
を
ブ
ー
ス
毎
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
個
別
面
談
で
は
、
成
績
や
就
職
・
大
学
院

進
学
等
の
進
路
に
関
す
る
相
談
が
中
心
で
し
た
が
、
そ
れ
以
外

の
日
常
の
授
業
に
関
す
る
取
り
組
み
の
相
談
等
様
々
で
あ
り
、

各
教
員
か
ら
そ
う
し
た
状
況
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
場

と
し
て
有
意
義
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

保
護
者
懇
談
会
に
出
席
さ
れ
た
保
護
者
の
方
か
ら
懇
談
会

後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
入
し
て
感
想
、
意
見
等
を
お
知
ら
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
。
前
述
し
た
日
本
経
済
新
聞
の
採
用
を
増
や

し
た
い
ラ
ン
キ
ン
グ
で
弘
前
大
学
が
第
一
位
だ
っ
た
こ
と
は
良

か
っ
た
等
の
様
々
な
ご
意
見
、
ご
提
案
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
も
ご
意
見
、
ご
提
案
に
応
え
て
本
保
護
者
懇
談
会

が
良
い
機
会
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
今
後
も
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

理
工
学
部
学
生
の
就
職
率
は
平
成
三
十
年
三
月
卒
業
生
で

は
じ
め
て
百
％
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
保
護
者
の
皆
さ
ま

と
の
「
双
方
向
に
よ
る
学
生
支
援
」
の
賜
物
と
深
く
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
理
工
学
部
後
援
会
か
ら
は
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

経
費
と
し
て
「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
講
演
会
」
と
「
企
業
人
に
よ
る

講
演
会
」
の
開
催
に
ご
援
助
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
講
演
会
」
は
、（
株
）
復
建
技
術

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

防
災
技
術
部 

宅
地
耐
震
課　

山
口 

秀
平

氏
と
日
販
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
イ
（
株
）　

イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
本
部　

棟
方 

亜
香
音
氏
を
講
師
に
迎

理
工
学
部
保
護
者
懇
談
会

（
札
幌
会
場
）
の
ご
報
告

理
工
学
部
学
務
主
任
　
小　

林　

康　

之

「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
講
演
会
」

「
企
業
人
に
よ
る
講
演
会
」
報
告

理
工
学
部
就
職
対
策
委
員
長
　
伊　

東　

俊　

司

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て

弘
前
大
学
理
工
学
部
後
援
会

会
長　

髙　

木　

幸　

路
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教
員
の
立
場
か
ら
、
大
学
院
進
学
の
メ
リ
ッ
ト
、
給
与
の
違

い
、
大
学
院
生
活
、
大
学
院
を
修
了
し
た
数
学
教
員
の
特
徴
な
ど

に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
学
生
か

ら
鋭
い
質
問
が
相
次
ぎ
、関
心
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

理
工
学
部
後
援
会
に
は
講
演
謝
金
を
援
助
し
て
い
た
だ
き
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
球
環
境
防
災
学
科
で
は
、
地
球
と
環
境
お
よ
び
防
災
に
関

す
る
広
範
囲
の
主
題
を
講
義
に
て
学
ん
で
お
り
ま
す
。
一
方

で
、
こ
う
し
た
学
問
の
性
質
上
、
野
外
を
訪
れ
て
実
在
の
事
象

に
接
す
る
こ
と
で
、
学
修
効
果
が
一
層
高
ま
る
期
待
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
前
身
の
地
球
環
境
学
科
時
代
よ
り
、
二
年
生
を

対
象
に
し
た
津
軽
西
海
岸
地
域
で
の
野
外
見
学
会
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
津
軽
西
海
岸
地
域
に
は
、
発
達
し
た
海
岸
段
丘
や

江
戸
時
代
の
地
震
隆
起
地
形
、
日
本
海
形
成
時
以
降
の
特
徴
的

な
地
層
・
岩
石
・
鉱
物
、
前
世
紀
に
津
波
を
直
接
検
出
し
た
験

潮
所
や
津
波
対
策
防
波
堤
な
ど
、
得
難
い
見
学
対
象
が
豊
富
に

存
在
し
ま
す
。
講
義
室
を
遠
く
離
れ
て
友
人
と
と
も
に
過
ご

す
一
日
は
ま
た
、
学
生
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
思
い
出
深
い
も
の

と
な
る
よ
う
で
す
。

　

現
地
ま
で
の
移
動
に
は
借
り
上
げ
バ
ス
を
利
用
し
て
お
り
、

こ
の
費
用
を
理
工
学
部
後
援
会
に
援
助
し
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
本
年
度
は
、
事
前
に
定
め
ら
れ
た
十
月
七
日
に
台
風

二
十
五
号
が
襲
来
し
た
た
め
、
開
催
日
を
急
遽
翌
八
日
に
順
延
し

ま
し
た
。
直
前
の
日
程
変
更

に
も
関
わ
ら
ず
約
四
十
名
が

参
加
し
、
充
実
し
た
見
学
会

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
災
い
転
じ
て
」
で
は
あ

り
ま
す
が
、
台
風
を
避
け
て

の
順
延
も
、
防
災
意
識
を
育

む
た
め
の
生
き
た
教
材
と
言

え
ま
す
。
こ
れ
に
柔
軟
に
対

応
し
て
頂
い
た
こ
と
も
含
め
、

理
工
学
部
後
援
会
か
ら
の
ご

支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

え
十
二
月
五
日
（
水
）
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
山
口
氏
は
平
成
二
十
六

年
三
月
理
工
学
研
究
科
地
球
環

境
学
コ
ー
ス
の
修
了
生
、
棟
方
氏

は
平
成
二
十
八
年
三
月
理
工
学

部
数
理
科
学
科
の
卒
業
生
で

す
。「
先
輩
達
は
就
職
を
ど
う
考

え
た
か
」
を
テ
ー
マ
に
理
工
の
先

輩
た
ち
の
実
体
験
を
聞
く
機
会

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
企
業
人
に
よ
る
講
演
会
」

は
一
月
九
日
（
水
）
に
、
日
販
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
イ
（
株
）　

代
表
取
締
役
社
長
の
藤

澤 

徹
氏
を
講
師
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
藤
澤
氏
は
弘
前
大

学
理
学
部
数
学
科
卒
の
大
先
輩
に
あ
た
る
方
で
す
。「
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
市
場
価
値
～
海
外
と
日
本
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
～
」
を
演
題
と
し
て
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
い
う
仕
事
の
内
容

や
企
業
で
仕
事
を
す
る
こ
と
の
意
義
、
さ
ら
に
は
学
生
生
活
を

ど
う
過
ご
す
べ
き
か
、
と
い
う
点
ま
で
踏
み
込
ん
で
お
話
し
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
御
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
大
学
院
数
学
専
攻
を
修
了
し
、
現
在
青
森
県
立
八
戸
西
高

等
学
校
教
員
で
あ
る
竹
浪
二
三
正
氏
を
講
演
者
と
し
て
お
招

き
し
、「
大
学
院
と
私
」
の
題
目

で
平
成
三
十
年
十
月
二
十
六
日

（
金
）
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
数
物
科
学
科
の
学
生
を
対

象
と
し
，
参
加
し
た
学
生
は
約

二
十
名
で
し
た
。

　

大
学
院
進
学
者
を
増
や
す
た

め
に
行
っ
た
企
画
で
、
学
科
の
中

で
多
い
教
員
志
望
者
に
対
し
て
、

学
部
卒
業
後
た
だ
ち
に
教
員
に

な
る
前
に
大
学
院
進
学
も
考
え

て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
趣
旨
で
す
。

　

私
は
、
二
〇
一
八

年
九
月
六
日
か
ら

八
日
に
か
け
て
東

京
工
業
大
学
大
岡

山
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
わ
れ
た
、
第
二
九

回
基
礎
有
機
化
学

討
論
会
に
参
加
し
、

「
分
子
内
電
荷
移
動

型
ト
リ
プ
タ
ン
ス
リ
ン
誘
導
体
及
び
類
縁
体
の
合
成
と
光
物

理
学
的
性
質
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
有
機
蛍
光
色
素
は
、
従
来
の
色
材
と
し
て
の
利
用
だ

け
で
は
な
く
、
生
体
物
質
の
蛍
光
セ
ン
シ
ン
グ
等
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
私
達
の
研
究
室
で
は
、
植
物
の
藍
か
ら
抽
出
さ
れ

る
抗
菌
剤
と
し
て
も
知
ら
れ
る
ト
リ
プ
タ
ン
ス
リ
ン
の
特
定

の
部
位
に
電
子
供
与
性
基
を
導
入
す
る
と
、
分
子
内
電
荷
移
動

型
の
優
れ
た
有
機
蛍
光
色
素
と
な
る
こ
と
を
見
出
し
、
蛍
光
性

ト
リ
プ
タ
ン
ス
リ
ン
の
合
成
と
応
用
に
関
す
る
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
回
私
は
、
合
成
に
成
功
し
た
生
体
の
窓
と
呼
ば

れ
る
近
赤
外
領
域
で
吸
収
・
発
光
す
る
ト
リ
プ
タ
ン
ス
リ
ン

類
縁
体
の
光
物
理
学
的
性
質
を
中
心
に
報
告
を
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
討
論
会
発
表
と
い
う
こ
と
も
あ
り
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
沢
山
の
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
く
こ
と
で
、
改
善
点
や

多
角
的
に
研
究
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
研
究
課
題
が

明
確
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
参
加
者
の
方
々
の
発
表
か

ら
化
学
分
野
の
最
先
端
の
研
究
の
動
向
を
知
る
こ
と
が
で
き

非
常
に
有
意
義
で
し
た
。
最
後
に
、
今
回
の
基
礎
有
機
化
学
討

論
会
に
参
加
す
る

に
あ
た
り
、
弘
前
大

学
理
工
学
部
後
援

会
よ
り
旅
費
の
一

部
を
援
助
い
た
だ

き
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

「
卒
業
生
に
よ
る
学
部
生
を
対
象
と
し
た

進
路
に
関
す
る
講
演
会
」
の
ご
報
告

数
物
科
学
科
　
津
田
谷　

公　

利

地
球
環
境
防
災
学
科
の
学
生
野
外
研
修
事
業
「
津
軽
西
海
岸

地
域
の
自
然
環
境
と
防
災
施
設
の
見
学
」
の
報
告

地
球
環
境
防
災
学
科
　
堀　

内　

一　

穂

基
礎
有
機
化
学
討
論
会
に
参
加
し
て

理
工
学
研
究
科
物
質
創
成
化
学
コ
ー
ス
・
川
上
研
究
室

小
山
内　

知　

佳

台風一過の青空の下、岩石と鉱物を観察する
学生さんたち。深浦町・北金ケ沢にて。
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平成30年度　弘前大学理工学部後援会予算書

◆ 特別会計 （円）

項 　　　　目 決　算　額 備　　　　　　　　　　　考

繰 越 金 3,810,307 平成28年度より

雑 入 258 貯金利息

合　　　　　　 計 3,810,565

項 　　　　目 決　算　額 備　　　　　　　　　　　考

学部特別事業支援費 0  

繰 出 金 0 一般会計へ繰り出し  

予 備 費 0

合　　　　　　 計 0

収
入
の
部

支
出
の
部

収　　　入 支　　　出 繰　　　越

3,810,565 0 3,810,565

収
入
の
部

支
出
の
部

◆ 特別会計 （円）

項 　　　　目 予　算　額 備　　　　　　　　　　　考

繰 越 金 3,810,565 平成29年度より

雑 入 1,000 預金利息

合　　　　　　 計 3,811,565

項 　　　　目 予　算　額 備　　　　　　　　　　　考

学部特別事業支援費 0

繰 出 金 0

予 備 費 3,811,565 定期預金（3,000,000）

合　　　　　　 計 3,811,565

収
入
の
部

支
出
の
部

◆ 一般会計
平成30年4月1日

（円）

項 　　　　目 予　算　額 備　　　　　　　　　　　考
繰 越 金 412,205 平成29年度より

会 費 3,443,000

新入生（30年度）	 91人			   1,515,000
　学部学生	 60人	 ＠	 20,000	 1,200,000
　大学院生（前期課程）	 30人	 ＠	 10,000	 300,000
　　　〃 （後期課程）	 1人	 ＠	 15,000	 15,000
新入生（31年度）	 60人	 ＠	 20,000	 1,200,000
在学生（院生含む）	 35人	 ＠	 20,000	 700,000
教職員	 14人	 ＠	 2,000	 28,000

繰 入 金 0 特別会計から繰り入れ
雑 入 100 預金利息
合　　　　　　 計 3,855,305

項 　　　　目 予　算　額 備　　　　　　　　　　　考

教 育・ 研 究 支 援 費

〔  1,000,000 〕

〔     606,000 〕

〔  1,280,000 〕

	

2,886,000　

大学院生研究発表旅費補助〔1,000,000〕　　　　　　　　　　　　　　　　　      

学科事業補助〔606,000〕
・大学院進学についてＯＢ・ＯＧ講演会事業補助２件（130,000）
・学生の外部研究施設での実験実習参加交通費補助（160,000）
・学科主催レクリエーション事業補助1件（5,000）
・学科学外研修旅行補助４件（265,000）
・県内高校生向け体験型授業指導補助学生謝金（6,000）
・教育カリキュラムガイド作成補助（40,000）

学部事業補助〔1,280,000〕
・理工学部保護者懇談会補助（札幌会場含む）（800,000）
・学習相談チューター謝金補助（260,000）
・「楽しい科学」「サイエンスへの招待」体験補助学生謝金（200,000）
・TOEIC等受験料補助（20,000）

就 職 対 策 支 援 費 121,000 就職ガイダンス補助、（ＯＢ・ＯＧ、企業人講演）
卒業・修了祝賀会費 10,000 理工学部同樹会と共催、退職教員花束・記念品代
印 刷 費 290,000 会報（＠145×2,000部）
通 信・ 運 搬 費 100,000 加入案内送料等（＠100×1,000人）
会 議 費 5,000 役員交通費等
事 務 費 180,000 名簿整理及び会費払込案内ほか事務処理謝金
備 品・ 消 耗 品 費 15,000 プリンターラベル、封筒他
振 替 払 込 料 26,000 会費払込手数料（＠130×200人）
予 備 費 222,305
合　　　　　　 計 3,855,305

収
入
の
部

支
出
の
部

平成29年度　弘前大学理工学部後援会決算書
収　　　入 支　　　出 繰　　　越

3,677,529 3,265,324 412,205

編
集
後
記

編
集
後
記

平成30年度弘前大学理工学部後援会
役員等一覧

○ 会　長
 　　髙　木　幸　路
○ 副会長
 　　長　尾　清　志（機械科学科）
○ 理　事
 　・通常会員
　　　古　川　貴　広（数物科学科）
　　　佐　藤　晴　子（数物科学科）
　　　工　藤　伸　吾（物理科学科）
　　　鶴　田　清　広（物質創成化学科）
　　　福　原　幸　司（物質創成化学科）
　　　柳　町　　　幸（物質創成化学科）
　　　棟　方　秀　和（電子情報工学科）
　　　石　崎　龍　一（電子情報工学科）
　　　長　尾　清　志（機械科学科）
　　　菊　池　　　諭（自然エネルギー学科）
 　・特別会員
　　　岡　　　和　彦（理工学研究科教授・機械科学科）
　　　渡　辺　孝　夫（理工学研究科教授・数物科学科）
　　　竹　内　大　介（理工学研究科教授・物質創成化学科）
 　・賛助会員
 　　髙　木　幸　路（弘前大学理学部昭和51年３月卒業生）
○ 監　査
 　　古　舘　春　生（機械科学科）
 　　石　岡　清　文（知能機械工学コース）
○ 顧　問
 　　佐　藤　裕　之（理工学研究科長・理工学部長）

会
務
報
告（
理
事
会
、総
会
）

理
工
学
部
後
援
会

　
　

第
15
回
総
会

　

定
例
の
理
事
会
・
総
会
が
そ
れ
ぞ
れ
六
月
八

日
（
金
）
と
十
月
二
十
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

理
事
会
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
髙
木
会
長

と
長
尾
副
会
長
の
再
任
及
び
新
理
事
・
監
査
等

の
就
任
に
つ
い
て
諮
ら
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
監
査
役
員
に
よ
る
監
査
結
果
報
告
の

後
、
平
成
二
十
九
年
度
決
算
案
に
つ
い
て
審
議
が

行
わ
れ
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
会
費
収
入
が

予
算
近
く
入
っ
た
た
め
、
こ
こ
数
年
続
い
て
い
た

特
別
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
が
解
消
さ
れ
た
な

ど
の
説
明
が
あ
り
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
と
予
算
案
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
新

規
事
業
が
二
件
程
増
え
ま
し
た
が
、
学
習
相
談

チ
ュ
ー
タ
ー
謝
金
補
助
が
減
額
要
求
さ
れ
た
た

め
、
前
年
度
規
模
の
予
算
案
と
な
っ
た
な
ど
の
説

明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
保
護
者
懇
談
会
当
日
に
並
行
し
て
行

わ
れ
、
髙
木
会
長
挨
拶
の
後
、
六
月
の
理
事
会
で

承
認
さ
れ
た
平
成
二
十
九
年
度
決
算
案
及
び
平

成
三
十
年
度
事
業
計
画
と
予
算
案
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
、原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
定
時
総
会
は
保
護
者
懇
談
会
開
催

（
総
合
文
化
祭
期
間
中
）
に
合
わ
せ
、
十
月

二
十
四
日
（
土
）
に
開
催
予
定
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
理
事
会
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
案
件
が

あ
れ
ば
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
来
年
度
の
開
催
は

本
年
度
と
同
様
六
月
上
旬
頃
に
開
催
予
定
と
し

ま
し
た
。

◆ 一般会計
平成30年3月31日

（円）

項 　　　　目 決　算　額 備　　　　　　　　　　　考
繰 越 金 279,099 平成28年度より

会 費 3,386,000

新入生（29年度）	 91人	 1,500,000
　学部学生	 59人	 1,180,000
　大学院生（前期課程）	 32人	 320,000
　　　〃 　　（後期課程）	 0人	 0
新入生（30年度）	 63人	 1,260,000
在学生（編入生・院生含む）	 37人	 600,000
教職員	 13人	 26,000

繰 入 金 0 特別会計から繰り入れ
雑 入 12,430 預金利息４、寄附金12,426
合 　 　 　 　 　 計 3,677,529

項 　　　　目 決　算　額 備　　　　　　　　　　　考

教 育・ 研 究 支 援 費

〔     882,100 〕

〔     435,959 〕

〔  1,245,507 〕

	

2,563,566　

大学院生研究発表旅費補助〔882,100〕
・前期申請8人（460,000）、後期申請10人（422,100）
学科事業補助〔435,959〕
・学科学外研修旅行補助（232,350）
・高エネ、岩手大学理工学部実習参加交通費補助（158,400）
・学科主催レクリエーション事業補助（2,921）
・県内高校生向け体験型授業指導補助学生謝金（6,000）
・教育カリキュラムガイド作成補助（36,288）
学部事業補助〔1,245,507〕
・理工学部保護者懇談会補助（札幌会場含む）（813,432）
・「楽しい科学」「サイエンスへの招待」体験補助学生謝金（200,700）
・TOEIC等受験料補助（12,000）
・学習相談チューター謝金補助（219,375）

就 職 対 策 支 援 費 101,140 就職ガイダンス（OB・ＯＧ、企業人講演）
卒業・修了祝賀会費 10,000 退職教員花束代
印 刷 費 280,800 会報第14号（2,000部）

通 信・ 運 搬 費 91,420
加入案内送料（研究科新入生）（8,812）
加入案内送料（在学生未加入者）（77,242）
理事会開催案内送料等（5,366）

会 議 費 0 役員交通費等
事 務 費 180,000 名簿整理及び会費払込案内ほか事務処理謝金
備 品・ 消 耗 品 費 15,278 プリンタラベル、封筒他
振 替 払 込 料 23,120 会費払込手数料（204人）
予 備 費 0
合　　　　　　 計 3,265,324

　

今
こ
の
編
集
後
記
を
書
い

て
い
る
時
期
（
１
月
下
旬
）

は
、
暦
の
上
で
は
「
寒
」
と

言
っ
て
１
年
で
最
も
寒
い
時

期
だ
そ
う
で
す
。
研
究
室
か

ら
見
え
る
岩
木
山
や
弘
前
の

町
並
み
は
、
真
っ
白
に
雪
化

粧
を
し
て
い
て
と
て
も
綺
麗

で
す
。
一
方
で
、
時
折
雲
の

間
か
ら
覗
く
太
陽
の
光
は
、

こ
れ
ま
で
と
は
明
ら
か
に
異

な
っ
て
来
て
い
て
遠
か
ら
ぬ

春
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。
さ
て
、
こ

う
し
て
後
援
会
の
１
年
間
の

活
動
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す

と
、
改
め
て
後
援
会
は
学
生

の
皆
さ
ん
の
様
々
な
活
動
に

非
常
に
役
に
立
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
今
後
も

一
層
、
事
業
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
は
理
工

学
研
究
科
長
に
新
た
に
佐
藤

研
究
科
長
が
就
任
さ
れ
、
教

員
一
同
新
た
な
気
持
ち
で
教

育
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
来
年
も
本
後
援
会

の
活
動
が
活
発
に
続
け
ら
れ

ま
す
よ
う
、
会
員
の
皆
様
に

は
引
き
続
き
御
支
援
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

（
特
別
会
員
理
事
（
教
員
）

　
　
　
　
　
　

渡
辺
孝
夫
）


